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銀河団の祖先と考えられている原始銀河団の研究は、高密度環境における銀河進化の過程を理解する上で重要で
ある。z = 3.09の原始銀河団 SSA22は多波長の観測が盛んに行われており、ALMAによって原始銀河団中心部か
らダストが豊富な爆発的星形成銀河 (DSFGs)が多数発見されている。原始銀河団中心部のDSFGsやAGNsはガ
スのフィラメント状構造に付随しており、銀河外からのガス流入による銀河や超大質量ブラックホール (SMBH)
の成長が示唆されている。環境効果によって、銀河や SMBHの成長が原始銀河団中心部全体で促進される描像は
明らかになりつつあるが、個々の銀河における分子ガスの物理状態が環境から受ける影響は明らかではない。
本研究では、原始銀河団中心部で観測されたDSFGsの中でも特に明るく (全赤外線光度LIR ≥ 1012.4 L⊙)、X線

で同定されたAGNを持つ 4つのDSFGsに注目し、JVLAによるCO(J = 1−0)、ALMAによるCO(J = 3−2)、
CO(J = 8− 7)、CO(J = 9− 8)、CO(J = 12− 11)の観測結果から、CO spectral line energy distribution (CO
SLED)を作成した。同程度の LIRを持つ z = 2− 4のDSFGsの CO SLEDと比較して、high-J CO側で特異性
は見られなかった。また、非局所熱力学平衡の輻射輸送計算コードRADEXを用いて、CO SLEDを再現するガ
スの運動温度、H2の数密度、COの柱密度を推定した。先行研究による他の天体の結果と比較して、運動温度は
Tkin > 500Kと高い傾向を示し、AGNによる加熱を示唆する結果となった。これらは銀河の分子ガスの物理状態
が原始銀河団環境よりも、AGNのような局所的な高エネルギー現象からの影響を強く受けることを示している。


